
龍ケ崎市財政運営の基本指針等に関する条例第１９条及び同条例施行規則第

１１条の規定による「財政運営影響額」の公表資料 

 

１．事業概要 

予算措置：龍ケ崎市一般会計予算 

【件名】佐貫３号線整備事業 

金  額：８６６，０３３千円 

期  間：平成２７年度～平成３５年度 

 

２．財政運営影響額 

（１）投資的経費 

本事業における初期投資的費用は以下のとおりである。 

年度 項目 金額（千円） 備考 

２７年度 委託料 １，７１８  

２８年度 委託料 ２７，０１５ 
内 22,015 千円繰

越 

２９年度 委託料 １０，４００  

３０年度 委託料 ５３，０００  

３１年度 

委 託 料・ 公有 財産購 入

費・補償，補填及び賠償

金 

７５，３００ 

 

３２年度 

委託料・工事請負費・公

有財産購入費・補償，補

填及び賠償金 

２１５，８００ 

 

３３年度 

委託料・工事請負費・公

有財産購入費・補償，補

填及び賠償金 

１６０，８００ 

 

３４年度 

委託料・工事請負費・公

有財産購入費・補償，補

填及び賠償金 

２０２，０００ 

 

３５年度 工事請負費 １２０，０００  

合計 ８６６，０３３  



※平成２９年度実施中の基本設計において，概算工事費用を算出中。 

※平成３１年度実施予定の土地評価・不動産鑑定及び補償調査において，用地

費及び補償費を算定。 

 

（２）経常的経費 

当該施設における経常的経費は，「維持管理にかかる経常コスト」として

１０年目は２，８５８千円，２０年目は３，１５７千円，３０年目は３，４

８６千円，３０年間トータルでは７６，４２３千円と試算した。 

 

「償還金等」としては，１０年目は２５，４１３千円，２０年目は９，６

３３千円，２１年目の３，６０８千円で償還が終了し，３０年間トータルで

は３８５，２４９千円と試算した。 

 

「年別合計」の試算結果は，１０年目は２８，２７１千円，２０年目は１

２，７９０千円，３０年目は３，４８６千円，向こう３０年間のトータルで

は４６１，６７２千円である。 

 

（３）更新費用 

「大規模改修・更新にかかるコスト」については，経年等による老朽化対

応により，１６年目に１，５００千円，２６年目に４２，０００千円，３０

年間トータルで４３，５００千円と試算した。 

 

 ※試算結果については【別紙１】を参照のこと。 

 

３．事業の目的及び社会的便益等 

ＪＲ佐貫駅と一般県道八代庄兵衛新田線（若柴地区）を結ぶ都市計画道路の

内，未整備となっている区間を整備することで，地域の活性化や利便性の向上

を図るものである。 

当市は今後，多くの自治体同様に人口減少，少子高齢化に直面していく中で，

交流人口・定住人口の維持増加につながる魅力ある都市づくりを推進してい

くことが喫緊の課題となっている。その中で，佐貫・若柴町地区には本市の玄

関口にふさわしいにぎわいを創出し，それを本市全域に波及させる役割が求



められており，交通の結節点となる佐貫駅と若柴地区及び牛久市方面を結ぶ

連絡道路として本路線を整備することで，移動時間が短縮し地域間交流並び

に地域振興の活性化が見込まれる。 


